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膝老いない住宅
日本の住宅は、スクラツプ アンド ビルトがなかば常識化し、

20年、30年の寿命といわれています。

一方、欧米では、100年、200年住むのは珍しくなく、

中には中世に建てられた現役住宅もあるほどです。

こうした住宅の耐用年数の違いはどこからくるのでしようか。

今、ビルを社会資本として位置づけ、積極的にストツクとして

維持していくべきであるという考えが、建築の分野で話題になつていますが、

「丈夫で長もちJは一般の住宅においても同様に要求されていい課題です。

ストック時代に向けて、「老いない住宅」の可能性を探ります。
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